
令和３年度あり方検討対象施設

出水公会堂・米ノ津公会堂・岩淵公民館

米ノ津農村環境改善センター・海洋公園プール・海の家

に係る市民ワークショップ実施結果

令和４年１月

出水市政策経営部 財政課・企画政策課

出水市教育部 生涯学習課

出水市農林水産部 農政課

出水市商工観光部 商工振興課



令和３年度 あり方検討対象施設 市民ワークショップ 概要

１ 目的

個別施設計画において、「あり方を検討する」とされた６施設について、利用者・関係者等を集

め、本市及び各施設の現状等を踏まえた上で、どのようなあり方が望ましいか、参加者同士で議

論・提案してもらい、方針決定の参考とする。

２ 参集方法

防災無線で市民全員へ開催について周知し、利用者・関係者等へは個別に通知を行った。

利用の有無や、居住地域に関係なく、出水市民であれば誰でも参加可能。

３ 実施日・会場・参加人数

４ 実施結果（各グループからのアイデア・意見等）

別紙の通り

実施日 会場（対象施設） 参加人数

11/24

米ノ津農村環境改善センター
・米ノ津農村環境改善センター
・海洋公園プール
・海の家

16人

11/30 出水公会堂
・出水公会堂 15人

12/1 米ノ津公会堂
・米ノ津公会堂 6人

12/8 岩淵公民館
・岩淵公民館 12人



出水公会堂

米ノ津公会堂

岩淵公民館



米ノ津農村環境改善センター

海洋公園プール

海の家
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出水市の人口は減少傾向にあり、またその年齢３区分別の割合は、年少人口・生産年齢人口ともに減少する
一方、老年人口は増加を続ける予測。 （出所 出水市人口ビジョン ※国立社会保障・人口問題研究所の推計値から ）

年齢３区分別人口の⾧期推移と将来推計年齢３区分別人口の⾧期推移と将来推計

出水市は、277施設※、総床面積 約32万4千㎡の公共施設を保有しています。

全て大規模改修を実施し、現状維持のまま建替えを行った場合、年間平均で約33.7億円の投資的経費がかかる試

算となり、これは現状の公共施設にかかる当該経費の約3.6倍です（総床面積を削減しなければ財政破綻の恐れ）

※ 277施設には公営住宅・義務教育施設・病院施設を含みます。 （出所 出水市公共施設等総合管理計画）

2040年には約4万人
（約1万人減）

人口に占める
15-64歳の割合

0-14歳

65歳以上
※割合は増えるが、絶対
数は老年人口も減少

令和2年度

出水市の一人当たりの公共施設数は、

全国平均の約２倍（6.12㎡/人。全国平均3.22㎡/人）

出水市では、老朽化判定のひとつの目安となる、

建築後30年以上経過した施設の割合は、約57.8%

※ グラフはR2市民WS資料から引用
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廃止対象となる公共施設に

ついて

公共施設を廃止するとした

ら、どのような公共施設が廃止

の対象になると思いますか。

（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庁舎

学校関係施設

市民交流施設

社会教育施設

図書館等

博物館

文化財

スポーツ施設

保育園

児童クラブ

高齢者福祉施設

障害者福祉施設

健康・保健施設

病院

観光施設

商工施設

農業施設

62％

18％

43％

19％

23％

14％

17％

30％

2％

0.4％

7％

1％

34％

37％

40％

2％

32％

21％

13％

8％

5％

18％

1％

1％

17％

2％

13％

5％

24％

12％

59％

40％

67％

51％

76％

73％

46％

83％

86％

81％

87％

54％

42％

45％

87％

35％

5％

10％

9％

9％

8％

9％

9％

7％

11％

11％

10％

11％

10％

8％

10％

11％

9％

全く利用しなかった年に１回から数回利用した

無回答

⇒よく利用されている月に１回から数回利用した週に１回から数回利用した

5



値上げ幅 人数 割合
10％以下 41 13.27%
11％以上50％以下 230 74.43%
51％以上100％以下 23 7.44%
101％以上200％以下 5 1.62%
201％以上 1 0.32%
未記入 9 2.91%

総計 309 100.00%

値上げが適当 309 46.82%

値上げすべきでない 140 21.21%

分からない 192 29.09%

未回答 19 2.88%

総計 660 100.00%

人数選択肢 割合
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基本情報 施設の状態・運用状況等

1 施設区分

市民交流施設

2 設置目的

集会所・イベント会場等として設置。展示会や

販売等も可能。

3 建築年次

昭和12年12月15日（旧耐震基準）

※平成24年度耐震診断実施 耐震性あり

4 経過年数 83年

5 構造

鉄筋コンクリート

6 敷地面積 4,657.31㎡

7 面積

建築面積 677.68㎡

延床面積 1,046.27㎡

8 コスト

⑴ 建築費 45千円

⑵ 維持管理費（令和元年度）

公会堂分 4,148千円

駐車場分 5,424千円

※使用料等収入

公会堂分 392千円

駐車場分 3,590千円

9 管理

委託管理契約（1人）

開館時間 8:00～22:00

【施設の状態】

1 健全度:D（４段階評価Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ）

R1に劣化度調査実施

2 不具合等

数か所で雨漏りが発生、部分的な改修は行ってい

るが改善されない。

外壁に一部剥がれ、腐蝕あり

3 危険区域:非該当

4 バリアフリー:一部対応

【運用状況等】

１ 通常利用

⑴大広間

イベント（ぐいぐい祭り、新春祈願祭等）

大産業祭、ツルを送る夕べ等（公用）

展示会、販売会等

⑵日本間・洋間

会議、研修会等

２ その他の利用

投票所

※令和元年度のべ利用日数 74日

〇平成19年度 屋根部分改修工事 １，７７２，０００円

〇平成21年度 屋根部分改修工事 １，６４８，５００円

〇平成22年度 舞台床張替工事 ２，０６８，５００円

〇平成24年度 耐震２時診断業務委託 ４，８３０，０００円

〇平成28年度 照明器具取替修繕 ６７５，０００円

〇令和元年度 屋根雨漏り修繕防水工事 ５８８，６００円
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🚩

🚩

老朽化が顕著で、稼働率
も低かった周辺施設を
複合化し、
「にぎわいの拠点」へ

老朽化が顕著で、稼働率
も低かった周辺施設を
複合化し、
「にぎわいの拠点」へ

稼働率は低く、利用は主に２
階実習室（予約対応）
健診以外は、ほぼ利用のなかっ
た１階部分を改修し、需要は高
いが手狭だった出水老人福祉セ
ンター内の
「子育て支援センター」を移
転予定（職員常駐）

稼働率は低く、利用は主に２
階実習室（予約対応）
健診以外は、ほぼ利用のなかっ
た１階部分を改修し、需要は高
いが手狭だった出水老人福祉セ
ンター内の
「子育て支援センター」を移
転予定（職員常駐）

🚩
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10分10分

10分10分

30分30分

20分20分

〇〇設備がない!

by 〇△

商業地域にあるのに、そ
の立地条件を生かしてな
いのでは? by △◇

集会機能は、すぐ近
くに市民交流センター
がある。

by 〇〇

投票所機能もあるの
で、トイレ含めバリアフ
リーを強化すべき!

by ▽〇

書いた人が分かるように

イベントの時に入ったこ
とはあるけど、日常的に
私用で使ったことは、な
いわ。
もう少し明るくて設備
が良ければ使うかもしれ
ないけど・・・

僕は、近くで飲食店を
してるけど、どうせなら、
もっと施設や敷地を活用
して、周辺全体にも波
及効果が生まれるように
できないかな?

【考慮すべき視点】

・ 人口減少・少子高齢化の進行
・ 社会保障費（福祉・医療・子育て支援等）、
新たな行政ニーズ（感染症対策等）の増加
・ 主に高度経済成⾧期（人口も税収も右肩上が
り）を中心に多く建設された施設の老朽化
・ ハコモノだけでなく、道路や橋・水道管などのインフ
ラも老朽化が進行
・ 上記を踏まえた公共施設の規模の適正化・有効
活用

〇〇することで、「この
地域にくると楽しい」と思
われる場所にする。
財源として〇〇を検討
する。

by △◇

「現状維持は困難」という現実に
対し、解決策（財源・コスト削減
等）を話し合う。
※7、9、10ページに参考意見・資料
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基本情報 施設の状態・運用状況等

1 施設区分

市民交流施設

2 設置目的

農業経営及び農家生活の改善合理化、地域連帯感

の醸成を図り農村の環境整備を組織的に推進する。

3 建築年次

昭和57年6月28日（新耐震基準）

4 構造

鉄骨鉄筋コンクリート

5 建築面積

999㎡

6 コスト

⑴ 建築費 384,040千円

※農村総合整備モデル事業（国）

⑵ 維持管理費 9,676千円

※使用料等収入 680千円

7 管理

委託管理契約（1人）

開館時間 8:30～22:00

【施設の状態】

1 健全度:D

R1に劣化度調査実施

2 不具合等

3 危険区域:非該当

※

4 バリアフリー:一部対応

【運用状況等】

１ 通常利用

⑴多目的ホール

バレーボール70/314日 のべ「958人

バドミントン164/314日 のべ938人

⑵農事研修室

会議、研修会、バンド練習等

⑶調理実習室

⑷和室

その他の利用

避難所・投票所





基本情報 施設の状態・運用状況等

1 施設区分

社会教育施設

2 設置目的

住民の生活文化水準の向上及び福祉の増進を図る

ため。

3 建築年次

昭和47年9月15日（旧耐震基準）

4 構造

鉄骨造

5 建築面積

306㎡

6 コスト

⑴ 建築費 29,600千円

※国庫補助金

⑵ 維持管理費 740千円（R1）

7 管理

指定管理

有限会社出水スポーツ

（平成３１年４月１日～令和６年３月３１日）

開館時間 8:30～22:00

休館日 ⑴ 第３月曜日

⑵ 12/28～翌1/3

使用料 ⑴ 8:30～12:00 200円

⑵ 12:00～17:00 300円

⑶ 17:00～22:00 400円

⑷ 冷暖房（1ｈ当たり）100円

【施設の状態】

1 健全度:D

2 主な不具合等

⑴ ホールエアコンの故障

⑵ 外壁等の劣化

3 危険区域:非該当

4 バリアフリー:非対応

【運用状況等】

１ 通常利用

⑴ ホール（162㎡）※R１申請による

選挙 １回

地区コミュニティ説明会 １回

市県民税申告 １回

岩淵地区レクリエーション ２回 など

⑵ 調理室（14㎡）

無

⑶ 和室（30㎡）

無

【その他】

避難所・投票所

出水市消防団第１１分団詰所有

（R３～）

昭和５２年３月に廃校

屋外でグランドゴルフの利用有







施設概要 

１ 米ノ津農村環境改善センター 

所 在 地 境町９１２番地 

建
築
情
報 

建 設 年 月 S５７年６月 経過年数 39 年 

管理運営形態 直営 土地面積 10,817 ㎡ 

階 数 1 階 建築面積 999 ㎡ 

構 造 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 耐震基準 新基準 

補 助 事 業 農村総合整備モデル事業 法定耐用年数 47 年 

備 考 指定緊急避難場所（浸水・地震）、投票所 

施
設
の
概
要 

名 称 主な用途 面積 稼働率 

多 目 的 ホ ー ル ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ､ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ など 517 ㎡ 3.03％ 

農 事 研 修 室 会議、ﾊﾞﾝﾄﾞ練習 など 103 ㎡ 12.58％ 

調 理 実 習 室 料理教室 など 73 ㎡ 0.96％ 

和 室 ﾖｶﾞ､ﾌﾗﾀﾞﾝｽ練習 など 85 ㎡ 3.19％ 

運 動 広 場 ｽﾎﾟｰﾂ少年団､ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ 6,470 ㎡ 10.51％ 

〇コスト等 

⑴ 建 築 費：384,040 千円 

⑵ 維持管理費：9,676 千円（Ｈ28） 

〇収益 

使用料等収入：680 千円（Ｈ28） 

（使用料、駐車場使用料など） 

〇施設の運営状況 

⑴ 委託管理契約（２人） 

⑵ 開館時間：8：30～22：00 

〇施設の状態 

健全度：D（４段階評価Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ） 

※R1 に劣化度調査実施 

バリアフリー一部対応 

老朽化が顕著であり、ロビーや多目

的ホールの雨漏り、外壁の爆裂剥離や

ひび割れが認められる。 

他施設と比較すると稼働率が低く、

特に夜間使用はほぼ見られない。 

主
な
修
繕
歴
（
Ｒ
１
～
Ｒ
３
） 

修繕名 年度 修繕費 

体育館裏爆裂剥離部補修 R1 73,700 円 

暗幕修繕 R1 74,800 円 

体育館裏爆裂剥離部補修 R1 102,300 円 

ガラス戸取替及び食器等収納庫修繕 R1 117,370 円 

調理室漏水修繕 R1 121,000 円 

防水シート補修 R2 93,280 円 

体育館裏爆裂剥離部補修 R2 282,700 円 

空調機修繕 R2 108,900 円 

高圧気中開閉器等取替修繕 R3 1,069,000 円 

計  2,043,050 円 

 

稼働率 

営 業 日 全 て

の利用時間に、

利用者がい る

ことを 100％

とした指数 で

す。 

 

例） 

営業日 240 日

中 

120 日間、営

業時間の半 分

利用者がい た

場合 

120÷240 

×1/2＝25％ 

 



２ 海洋公園プール 

所 在 地 境町９１２番地 

建
築
情
報 

建 設 年 月 S５７年３月 経過年数 39 年 

管理運営形態 直営 土地面積 4,919 ㎡ 

階 数 1 階 建築面積 140 ㎡ 

構 造 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 耐震基準 新基準 

補 助 事 業 農村総合整備モデル事業 法定耐用年数 47 年 

備 考  

施
設
の
概
要 

名 称 主な用途 面積 稼働率 

管 理 棟 受付、更衣室、トイレ 140 ㎡ 100％ 

幼 児 プ ー ル  ㎡ 100％ 

大 プ ー ル  ㎡ 100％ 

    

    

〇コスト 

⑴ 建 築 費：81,800 千円 

⑵ 維持管理費：5,653 千円（Ｈ28） 

〇収益 

使用料等収入：1,235 千円（Ｈ28） 

〇施設の運営状況 

⑴ 一部委託管理契約（プール監視員） 

⑵ 開館時間：10：00～17：00 

（予約対応のみ） 

⑶ ７月上旬から８月中旬まで稼働 

⑷ 年間利用者：12,489 人 

〇施設の状態 

健全度：Ｂ（４段階評価Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ） 

バリアフリー非対応 

老朽化によりウォータースライダー

はＨ29 廃止。 

開設当時は、海の家と合計して年間

約４万人の利用があった。 

 

主
な
修
繕
歴
（
Ｒ
１
～
Ｒ
３
） 

修繕名 年度 修繕費 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

金 額 の 大 き な 修 繕 は 無 し 

 



３ 海の家 

所 在 地 境町９１２番地 

建
築
情
報 

建 設 年 月 H６年３月 経過年数 27 年 

管理運営形態 直営 土地面積 8,291 ㎡ 

階 数 1 階 建築面積 473.25 ㎡ 

構 造 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 耐震基準 新基準 

補 助 事 業 特別交付金事業（県） 法定耐用年数 47 年 

備 考  

施
設
の
概
要 

名 称 主な用途 面積 稼働率 

休 憩 所 ・ ﾎ ｰ ﾙ  30 ㎡ 1％ 

休 憩 室  10 ㎡ 0％ 

食 堂  18 ㎡ 0％ 

    

    

〇コスト等 

⑴ 建 築 費：85,273 千円 

⑵ 維持管理費：1,622 千円（Ｈ28） 

〇収益 

使用料等収入：3 千円（Ｈ28） 

〇施設の運営状況 

⑴ 直営（機械警備） 

⑵ 開館時間：10：00～16：30 

〇施設の状態 

健全度：Ａ（４段階評価Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ） 

バリアフリー非対応 

海水浴場は、砂の流出、カキ殻の多さ

等から平成 15 年度から開設していな

い。 

 

大広場を太鼓練習に使用している。 

主
な
修
繕
歴
（
Ｒ
１
～
Ｒ
３
） 

修繕名 年度 修繕費 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

金 額 の 大 き な 修 繕 は 無 し 

 


